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一、字義問題の提起

中国語をマスターするには漢字の習得が必須である。漢字は中国語の基

本単位であり、語そのものであったり、造語成分であったりするものだか

らである。漢字は、文字学のみならず、語葉学、ないし文法学の考察対象

でもある。字と語は、そもそも同じレベルのものではない。英語、或いは

日本語の語葉教育では、アルファベットや仮名に対して、それほど時間を

費やしてはいないが、漢字の場合は事情が異なる。古典中国語においては、

殆どの字は同時に語でもあった。現在、実際の状況が大きく変わったが、

多くの人にとって字と語は相変わらず同じ概念である。

日本語を習う際も漢字が避けて通れないものであるD また書記言語のレ

ベルにおいてすでに漢字を使用していない朝鮮語とベトナム語でも、漢字

の知識は、それぞれの言語の習得にプラスに作用する無視できない要素で

ある。いわゆる漢字の知識とは、発音と書き方のほか、もっとも重要なの

は、字の意味である 1）。 新しい複合語を作るにせよ、既成の複合語を理解

するにせよ、字義は、極めて重要である。しかしながら字義に対する理解

はいまだに直感的で、あいまいな段階にとどまっていると言わざるを得な

し＇o

字義とは何か？この間いは、明らかに「意味とは何か？」或いは「語の

意味とは何か？ Jと同列に扱うことができなし可。ソシュールは、言語は、

一種の記号体系であり、言語記号は、能記（signifier）と所記（signified）か

ら成り立っていると指摘している 2）。 「所記」は概念であり、また意味とも
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言う。「能記」は音声であり、「聴覚映像」とソシュールは呼ぶ。漢字を含

む文字は有声言語を記録する記号であり、自然言語に対して、二次的なも

のに過ぎないと現代言語学は考えている。したがって文字としての漢字は、

字義とは何か果たして理論的意味があるのか。漢字は中国語を記録する言

語記号として、その意味、つまり字義は当然のことながら聴覚映像によっ

て呼び、起こされるものでなければならない。しかしわれわれが字義に言及

する時、暗黙裡に聴覚映像よりも「視覚映像Jとでも言うべきものに訴え

ようとするのである。われわれは無意識のうちに字義を視覚においてのみ

捉えうるものと考えている。漢字三要素と言われる「音形義」では、字形

が、字音、字義と同列に扱われていること自体、視覚の重みを象徴的に物

語っている。漢字のこの視覚的特徴は、他の文字体系が持つ性質以外に 3）、

漢字独特の性質として漢字特異論に繋がっていると思われる。字義は如何

に意識され、呼び起こされ、何によって支えられているのか。われわれは

どのように字義を獲得し、それを心理的実在とさせたのか。そしてこの問

題は、中国語、日本語教育においてどのような意味があるのか。本稿はそ

れについて考えてみたい。

二、字義から見る漢字の類型

漢字三要素と言われる音形義の中では、字形はもっとも直観的で、字音

も物理的属性を持つ。字義だけが心理的実在である。しかしこの視覚酌な

「字義Jは、他の文字体系にないか、或いは重要ではないものと言えよう。

中国語の母語話者は、漢字には必ず意味があると捉えがちであるが、すべ

ての漢字に音形義が備わっているわけではないと認識する必要がある 4）。

まず「障措、千方f弗、俳佃Jのような「連綿字」は例外であろう。一方、無

意味の連綿字とは反対に、字が同時に語である場合、即ち「一宇語Jlこは

常に複数の意味がある。例えば「吃」には、 7つのよく用いられる意味が

ある。
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1.食用する（吃面包［パンを食べる］）

2.頼る（吃老本［過去の栄光にすがる］）

3. 液体を吸収する（法科会氏不吃墨［この種の紙は墨を吸わない］）

4.消滅（吃悼故人［敵を磯滅する］）

5.耐える（吃不住［耐えられない］）

6. させられる（吃憶［び、っくりする］）

7.消耗する（吃力［骨が折れる］）

よく用いられる一字語ほど、多義的であることは、次の表から読み取れ

る。5)

漢字｜下｜出｜生｜熱｜大｜心｜水｜地｜手

意味 I27 I 14 I 20 I 9 I 9 I 4 I 7 I 13 I 7 

いくつもある字義の中に、際立っている意味もあれば、漠然たる意味も

ある。前者は強く意識されるが、後者は、複合語、或いはフレーズの中に

しか確認できない。

理論的に言えば連綿字以外、漢字には意味がある。少なくとも当該の漢

字が作成された当時には意味があった。しかし長期にわたる使用の過程で、

種々の原因により字義が摩滅した。次のような場合、字義があいまいであ

り、専門的教育を受けた人でも容易に言い表せない 6）。

(1）難解字 この種の漢字は使用頻度が非常に低い。つまり非常用漢

字である 7）。例えば、定dun貨、兵焚xian、挑昨xin、和高品i、麻

癖bi、宥sheイ多chi、博奔yiなどである。難解字は非常用漢字で

あるが、それを含む複合語は非常用語では必ずしもないので、中

国語学習者にとって大きな障害である。

(2）失義字 この種の字は、使用頻度が高く、常用字ではあるが、正
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確に意味が言えないものである。例えば、「校」は、「校因、校長、

学校、夜校」など100を超える複合語に使用されているが、字義

があいまいである 。 「夜菜、 j勃海、活瞬、隼イ昇、琴星、桔~、昆

虫、嬰JL、平果、葬麦、有阜、食禁、哲学」などにおける下奈泉部

の漢字もこのタイプである 8）。

(3) あいまい字 このタイプも常用漢字の部類に入るが、複合語での

意味は、われわれが意識できるものではない。つまり常用字の非

常用的意味である。例えば王女録は次のような例を挙げている。 9)

長城、城＝培 尋常、古代の長さの単位

失声、失＝コントロールが利かない 郊重、郊＝？

清楚、楚＝？ 自首、首＝？

知道、道＝？

下線部の漢字について、複合語の中で使用されているのはいずれも一般

に知られていない意味である。王支録が指摘した通り、中型の国語辞書で

はこれらの意味についての記述はない。上述したように漢字に複数の意味

項目がある時、際立つている意味もあれば、漠然たる意味もある。しかし

複合語において必ずしも際立っている意味が使われているとは限らない。

例えば、 「吋Jは「征吋、索取、 i青求、要」などの意味が際立つているが、

複合語「iす治、商吋、探汁」などで生かされているのはこの意味ではない。

この点は非常に重要である。つまり字義が複合語等の長単位の意味をi夫定

するのではなく、複合語等の長単位が字義を決定するのである 10）。

「識字率」という言葉があるD 何をもって「識字」というのだろうか。 ま

た「この字を知らない」という時は、知らないのは、結局「音形義」とい

う三要素の中のどれだろうかD 或いは例えば外国人学習者から「この宇は

どういう意味か」と尋ねられたらどのように答えればよいか。ある漢字を

長日っているということは、何を意味するのか。発音できるのか、正しく書
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けるのか。それとも正確に意味が言えるのか。もし「音形義」という三要

素をクリアしなければ字を知るとは言えないようであれば、われわれが知

っている漢字の数は大いに割引せざるを得ない。意味がわかれば、知って

いるとなれば、うまく意味が説明できない、例えば前述した「昆、校、楢、

哲」等について知っていると言えるだろうか。問題を外国人中国語初級学

習者に限定した場合、直接指示法（実物を指示したりジェスチャーをした

りする）と翻訳法（学習者の母語を利用する）を思い出されるだろうが、

ここではそれ以外の方法について考えてみよう。

（ー）定義法、つまり字の意味を定義的に説明していくことである。例

えば、「吃」の意味は、「把食物等放到瞬里径辻岨噌咽下去（包括

吸、喝）J；「有」の意味は「装i丁成冊的著作」などである 11）。 し

かし、実際教室ではこの方法を取ることは少ない。というのは、

学習者は、「吃J「有」そのものの定義より、自分の言語ではどの

語に当たるかを知りたいだけである。時には、教師は、文を作っ

て、例えば「吃」は、「我吃仮」「他吃了一↑面包」のように説明

する。この時は、字義を解釈するというより、語としての用法を

説明するのである。

（二）代替法、ある字を別の字で解釈する。例えば、「餐」はつまり「吃J

という意味、「吹」はつまり「喝」という意味、「｜溢」はつまり

「窄」という意味、といった方法である。解釈に用いる字は、ふつ

う文の成分として自由に使える「一宇語」であって、解釈される

字は、単独で使えない拘束形態素である。語は、拘束形態素より

上位の単位であり、形態素を解釈できるが、その逆はできない。

拘束形態素は、文の他の成分と直接関係を持たず、その分、意味

もあいまいだからである。このような相互に解釈するという方法

は、「互訓」とも言うが、両者の聞に古語と現代語、或いは文言と
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白話の対応関係が存在し、語棄の古今の変還を反映するものと考

えられている。現代中国語では殆どの一宇語にこのような拘：凍形

態素との対応関係が存在している。

巴） 複合語による解釈。つまり複合語で字を解釈する。というのは、

すべての拘束形態素にそれと対応する一宇語があるとは限らない。

或いは一字語による解釈が適切と言えない場合である。その日寺は、

複合語によって解釈しようとするのである。例えば、「輯：緊集」、

「錆：捜捕、捉牟」などである。ただし一部の字については、 f列え

ば「各、哲、昆、棺、針、嫉、禁」を解釈するとき、当該の字を

含む複合語を用いて解釈せざるを得ない。例えば「各Jは、「准

各Jの意味である、或いは、これは「昆虫」の「見」、「哲学」の

「哲」というふうに。方法論的に言えば、このような堂々巡りのや

り方を避けなければならないが、避けられそうもないのが現実で

ある。というのはこれらの字は、ごく少数の、場合によっては特

定の複合語にしか現れないものである。例えば「昆Jは、「昆虫」

の中にしか現れない。宮島達夫氏がかつて指摘した「唯一形態素」

である。唯一形態素たる字は、常用字であるにもかかわらず、字

義があいまいで、説明するのは難しい。

三、字の文法的地位と字義の関係

字義は当該の字の文における文法的地位と密接な関係があると思われる。

文法上の性質から見れば、漢字には以下のような種類がある。

(1) 字は即ち語である。

lつの漢字が語として使えるものを中国語学では「単音節語」という 12）。

古代中国語では単音節語が主で、全語葉数の80%を占めているという。 し

かし、現在は状況が大きく変わった。現代中国語では単音節語が少数j派と
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表 l

一級 二級 三級 三級付録 合計

482 517 413 61 1473 

表｜｜

一級 二級 三級 三級付録 合計

名詞 163 147 114 17 443 

動詞 226 287 263 44 820 

形容詞 81 106 48 6 241 

副詞 46 26 23 。 95 

合計 516 566 448 67 1599 

なり、『漢語水平詞葉興漢字等級大綱』（修訂版）には、実質語である単音

節語は 1727語あり（数詞、量詞、介詞、助詞等の虚詞を除く。ただし名

詞・量詞、動詞・介詞等の兼類詞は含まれる）、全収録語数8822語の 19.6

%を占めている。筆者は、この比率は明らかに過大であると考えている。

語か拘束形態素かに関する判断基準が緩過ぎて、中国語の実情から話離し

ている。例えば、「餐、食、炊Jなど単独で使えないものまで一字語と認定

されている。このような状況は、『漢語国際教育用音節漢字詞葉等級劃分

（国家標準）』（以下『等級劃分』と略す）では改善が見られた。『等級劃分』

には一字詰が1473語収録されており（条件同前）、全収録語数11092語に

占める割合は13.3%に下がっている。一字語はその殆どが基本語素であり、

使用頻度の高い名詞、動詞、形容詞、副詞が含まれている。ただし表 Iの

ように等級によるぱらつきは必ずしも観察されない。

一字語は品詞別、等級別に整理すれば表Eのようになる （いわゆる兼類

の語があるため合計が多くなっている）。動詞がもっとも多く、名詞、形容

詞はそれに続く。分布は、傾向として上級になるほど減少しているが、動

詞の減少は顕著ではない。これは上級語棄の中にも「持宏寿辞賜盗逢赴」
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等の文章語の動詞と共に「黙机蹴懲害援問持掬」などの口語専用の一宇動

詞が数多く存在しているためである。口語専用の一宇動詞は漢字知識のあ

る日本人学習者でさえ馴染みの薄いものである。

(2) 字は拘束形態素である。

上述した通り、文の成分として単独で使用できない形態素が、拘束形態

素である（中国語学では“粘着活素”という）。ある特定の複合語の中にし

か現れない形態素はまた「唯一形態素」と呼ぶ（中国語学では「単現語素」

という）。ある形態素が、唯一かどうかは、個人の教養と調査範囲に関f系す

る。例えば次の漢字は、

l明石出瑳措耽旬喋杜 j既事咳｜淘；換疾井賄稽東m凱勘苛雲母
賂侶攻弥緬阿漢市自畔抱 j市拝烹鵬芹戚沿度最芥撃擦溶

冗瑞膳謄沼伸噌壁示Ej朔汰.，易頬’｜宛痘素漏照嬉侠完畔泊

旭岨醐袈桁残秩恰蛇鐸萌殿突味違収郁限肱歯藻携肇

哲撤郊峠窒買士鋳撰拙灼苔

国語知識の豊富な中国語話者なら、 lつ以上の複合語が想起で、きる力、も

しれない。しかし外国人学習者、特に学習の範囲を『等級劃分』の 11092

語に限定した場合、上記の漢字は、 1つの複合語にしか現れない。つまり

『等級劃分』を学習範囲とする学習者にとって、上記の漢字は、どれもロ佳一

形態素となる。宮島が指摘しているように、理論的に言えば唯一形態素の

意味が認識できない。漢字の場合、意味が摩滅されたという方が事実に合

致するが、いずれにせよ、字義の認知は非常に困難で、その字を含む複合

語で説明せざるを得ない。

ところで、ここではわれわれは「逆推」という現象を意識的に無季見し

た 13）。複合語の成分の意味は、場合によっては片方の成分から推測するこ
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とができる。これが逆推である。例えば「萄収、怖惜、素乱、醐酒、限落、

謄仰、錠放」などの語の中の下線部は、その意味が片方の成分から推測で

きる。母語話者の逆推の能力は非常に強い。外国人学習者も訓練を通じて

このような逆推能力を身に付けなければならない。

一般的に言えば、唯一形態素のような字義のあいまいなものは、語葉学

習の対象とすべきではない。複合語を通じて学習したほうが効果的である。

つまり個々の成分となる漢字の意味を意識せずに、複合語全体をひとつの

対象とし、その意味を覚えなければならない。

(3) 字は音節の単位である

連綿字と音訳等に使用されている漢字は、音節を記録する記号に過ぎず、

このような字は、音節字と呼ぶほうが事実に近い。当然のことながら音節

字には字義がなく、或いは、字義を排除しなければならない。音節字の例

には、「破排恢坂明日；位璃慢日卑平葡萄支卜迫扮附賂醐蝶跨踏

イ方イ弗悦惚俳個・…－－」などがある。連綿字は二字以上で語を構成する。例

えば、「跨賭、イ方備、悦惚、俳佃」などで、音訳語も二字以上のケースが多

い。例えば、「葡萄、克隆、沙友、破璃、高か夫、駄斯底里…－－－」などであ

る。「酷J「打」は、数少ない一字の音訳語である。（「打」は数量詞なので

いつも数字と一緒に使用する）『等級劃分』にある 3000字のうち、以下の

ような使用頻度の高い音節字が多数リストアップされている。例えば、

支演。I¥.狽彬旗破卜嬬勿迫移俄巴排芥扮扮附7白工写 ft昆賂

歌魂赫昨 f回風↑光恢震坂功Df口元泣胴蚕璃涼明晩肱蔭禄

夢慢唄走塁三藤婦俳 f毛睡昇率菩葡炉什斯喋萄睦時漏 t凶

伊暁

言うまでもなく、音節字の教授法は、他の漢字の教授法と異なるだろう。

23一一



この場合も複合語単位が効果的である。

四、字義と造語力

lつの形態素からできた語は、単純語という。例えば、「人、吃、大、葡

萄」などである。 lつ以上の形態素からできた語は、複合語である o (§Uえ

ば、「中国、学耳、巨大、葡萄酒」などである 14）。 中国語の複合語は、漢

字で構成されるのだが、すべての漢字に新語を造出する力があるわけでは

ない。一般的に、（ー）一字の動詞、文法辞は新語造出力が弱い；（二）字義が

あいまい、或いは無意味の字は新語の造出に関与しない、ということ7が言

えよう。これはもちろん全体の傾向であり、例外も存在する。以下、詳し

く見てみよう。

中国語の名詞は、直接他の名詞を修飾することができる。自由形態素に

せよ、拘束形態素にせよ、強い造語力を持つ。形容詞はほぼ名詞と同じく、

自由形態素、拘束形態素ともに複合語を構成することができる。名詞、形

容詞に比べれば、一部の副詞、代名詞は語構成に参加しない。例えば、「復、

也、我、体jなどは複合語に現れない。動詞の事情が少し複雑であるD 一

字語の動詞は造語力が特に強いわけではない。例えば 「吃」であるが、 『現

代漢語詞典』の見出し語「吃jの項目には、以下の複合語が示されている。

「吃〆酷、吃〆仮、吃〆.，京、吃〆苦、吃〆号、吃力、吃素、吃香、吃相、吃

〆准」などである。成分間の「〆jは、他の成分が割り込むことを示す。

つまりフレーズであって、複合語ではないということである。『等級董rJ分』

の中に「吃Jを造語成分として持つ単位に、「吃仮、吃1京、吃号、吃苦、吃

力、好吃、小吃、口吃」などがある。『現代漢語詞典』では、「吃仮」の語

釈は、「生活或生存。例知“葬天吃仮”」とあり、すでに具体的な動作を表

すのではなく、比聡の用法になっている。一字語の動詞を含むフレーズは、

イディオム化して始めて辞書の見出し語として収録される場合が多い。『等

級劃分』にある「吃仮」は、初級語棄に区分された点から見れば「ご宮反を
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食べるJという意味であって（イディオム化されていない）、「吃＋仮」の

連語でしかない。このように一宇語動詞を含む単位は、緊密に結合してい

ないものである。一方、動詞性の拘束形態素は、高い造語力を示している。

例えば、「吃Jと同義関係にある「餐、食」は次のように多くの複合語を構

成している。

餐：餐卒、餐巣、餐倍、餐巾、餐具、餐庁、餐券－

食：食品、食培、食盆、食堂、食物、食油、食糖－－

「吃」を含む単位は、強い口語性を持つ。対して、「餐、食」によって構

成された複合語は、書面語の色彩が強い。その他の一字語動詞にも同じ傾

向が看取できる。

動詞性成分は、なぜ造語力においてこのような違いを見せるのだろうか。

これは動詞の意味形式と密接な関係がある。語の意味は、概念的意味と文

法的意味に分けることが可能である。概念的意味は、辞書義とも言う。こ

れは言語形式と外部世界との関連における人間の意識の反映である。文法

義は、言語成分が有する文法的特徴である。品詞によっては概念的意味、

或いは文法的意味しかない。例えば名詞と一部の副詞は、文法義がなく、

介詞、助詞等の虚詞は概念的意味がない。動詞、形容詞は用言とも呼ばれ

（中国語学では「謂詞J）、用言は、概念義と文法義の両方を兼ね備える 回。

概念義は同じで、文法義は異なる一群の語は、例えば名詞、動詞、形容詞、

副詞などで lつのワードファミリを構成する。ここでは仮に「詞族Jと呼

~o 形態変化をする言語では、文法義は、語形の屈折変化（或いは派生）

によって実現し、同じ調族のメンバーには共通する語根を持つ。したがっ

て語形において共通する部分がある。英語、日本語ではこのような例は枚

挙に暇ない。

中国語は、形態変化のない言語と言われる。これには二つの意味がある。
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一、語形 （漢字）だけでは、文法義が確定できない。二、語形から概；念義

と文法義を切り離すことができない。英語、日本語と違って、中国語の文

法義は、形態変化以外の形で実現するのである。例えば、名詞に対する支

配関係は、語順によって実現される 。 学習者は、「吃仮」「唱歌J 「看~」か

らV+Nという語順は、述語動詞と目的語名調の文法関係を示して帰納す

る。動詞が名詞を修飾するとき、助詞「的」が必要である。例えば「吃的

仮」「唱的歌J「看的判」などであるD しかし「的」を含む構造はもう存夏合

語ではなく、フレーズである。新しい複合語を得るために、場合によって

は文法義を排除し、概念義だけを抽出する必要がある。英語の動名詞汗多式

-ingや日本語の動詞連用形は、いずれも文法義を打ち消す手段であるD 文

法義を打ち消された動詞は、直接名詞を修飾することができ、複合語を作

り上げることができる。中国語では、動詞が名詞を支配する支配関係と動

詞が名詞を修飾する修飾関係は同じ語順であるので、文法義を持つ動詞は、

直接名詞を修飾することができない。中国語では、概念義しかなく、文法

義のない成分を別途用意しておかなければならない。多くの一字語動詞が、

意味的に対応する拘束形態素を持つのはそのためである。

外国人学習者のために準備した漢字教育大綱には、多くの同義字が存在

している。『等級劃分Jはその現象を如実に反映している。なぜこうでなけ

ればならないのか。語の古今の変遷の結果に過ぎないなのか。上述した分

析から分かるように一字語動詞とそれと同義の拘束形態素がそれぞれ異な

る役割を担っている。それぞれシンタクスと造語の見地から捉える必要が

ある。

五、「字本位教授法」について

中国語の漢字は、同時に多くの役割を担っている。書記の単位であり、

また発音、意味、文法の単位でもある。中国語の歴史において、「字」は即

ち「語」である時期が長かった。現在も、両者を必ずしも区別しない。ー
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定量の漢字を習得したことは、中国語の語葉をマスターしたこととは全く

同じことではないが、密接な関係がある。現代中国語において「字」と

「詞」はいったいどのような関係なのか、両者の聞に行き来する通路はある

のか。筆者は、中国語母語話者にとって、答えはイエスであり、これが語

葉学習の成功を握る鍵と考える。しかし外国人学習者はどのようにすれば

母語話者と同じような「字詞通路」を作れるのか。或いは教師はどこまで

助けることができるのか。中国語の語集教育に関して、「字本位教授法」を

提唱する人がいる。「字本位教授法」は、また「語素教授法」とも言う。こ

の教授法の提唱者は、漢字は中国語の基本単位であり、外国人に対する中

国語教育において、漢字を学習対象の中心に据え、漢字を通じて複合語を

理解し、効率的に語葉を習得し、それを拡大させていくべきであると主張

している。実際の教育現場では、「新出単語表」を「新出漢字表」に置き換

え、字義の説明を行うと同時に、語構成の法則も教え、このような知識に

よって新たに遭遇した複合語の意味を理解するか、その意味を推測すると

いう方法である 16）。しかし、「字本位教授法」の前提条件は、（→漢字には

説明可能な字義がある；（二）複合語の意味は、字義と造語法によって導き出

せるということである。漢字は、中国語の基本単位であり 17）、大部分の漢

字は、形態素でもある。現代中国語の数万の複合語は、 3000前後の漢字に

よって構成されている。漢字の知識を運用し、複合語を理解することは、

言うまでもなく理想的な方法に違いない。しかし、「字本位教授法」は、実

際の運用において一連の克服できない障害に出会うであろう。まず前述し

た通り、個々の漢字の字義は非常に複雑で、それを説明することは容易な

ことではない。したがって字の意味を説明することにより個々の漢字を学

習、記憶することは効果的ではない。また、複合語の構造は、その意味と

の聞に規則的な関連性が存在しない。字義の和は、語そのものの意味に直

結しない。とはいえ、中国語のもっとも基本の単位は漢字であり、日常の

中国語は、 2500～3000の漢字によって記録されている。漢字の知識は、疑
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いもなく中国語の能力と正比例の関係にある。この点からすれば「字本位

教授法」の提唱は、理にかなうものである。問題は、字義から見れば漢字

は均質的なものではなく、区別して考えなければならない。つまり「字本

位教授法」は、すべての漢字に対して有効なものではなく、その射程を見

極める必要がある。筆者は、字義の類型により、『等級劃分』に収録された

3000字を次の5種類に細分した。

第1類：自由形態素、単独で語となりうる漢字、実詞に属し、 1200余

字，

第2類：拘束形態素、字義があり、実語素に属し、 1500余字，

第3類：拘束形態素、字義なし、 100余字，

第4類：音節単位、字義なし、 100余字，

第5類：機能成分、主に介詞、助詞などで、 300余字，

上記の分類には重なる部分もあり、合計の字数は、 3000を超えている。

第5類は、機能性の成分、介詞、助詞、助数詞、方位詞等の虚辞や一部の

副詞を指している。機能的成分は、言語の枠組みを築くものであり、文を

構成するには必須の成分である。主な機能辞、例えば「在、人人、給、把、

被」などの介詞は、初級段階からの文法学習の内容である。第4類は音節

字であり、連綿字や外来語を表すのに用いられる漢字、人名用字などであ

る。字義がなく、意味の角度から説明する必要がないもので、複合語の全

体的意味を記憶すればよいものである。第3類の字は、字義がない点では

第4類と同じであるが、その多くは「唯一形態素」である。要するに3類、

4類の漢字は、いずれも複合語の問題であり、漢字の問題ではない。「字本

位教授法」は、この2種類の漢字には適切ではない。第l類の漢字は、一

字語であり、基本語葉がその大部分を占めている。この類の漢字は、 j莫字

教育のみならず、語葉教育の対象でもある。第l類の漢字の教え方は、他
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の語の教え方と同じである。つまり発音を覚え、意味を把握し、使い方を

マスターするのである。「字本位教授法」は、語葉教育における複合語の問

題を解決しようとするのであるが、第1類の漢字の知識は、未知の複合語

に遭遇した際、その意味理解にプラスに作用するのか。言い換えれば、こ

れらの漢字は、それを含む複合語とどのような関係にあるのか。ここでは

それ以上深入りする余裕はないが、大まかなことを言えば、基本的に一字

詰の意味で使用するか、イディオム化するかである。後者は字の意味を押

さえるだけでは必ずしも有用ではない。

第2類の漢字は拘束形式だが、字義がある。字本位教授法の主な対象と

なろう。しかし同じく第2類の漢字ではあるが、字義に違いが見られる。

おおよそ次の3種類がある。

(1) 第l類の漢字（括弧の中で示す）と同義関係を形成するもの。例

えば、餐、食 （吃）；巨、宏、侍（大）；顔、頬jia（股）；頒（友），

壁、垣（培）；市、持tang（銭）、舶（船）；喝（吹）；碧（録），

槌 （粗）；呈 （献）；抵（拍）；実（祭）；迷（到）；媛（慢）；恭

（敬）；絵 （画）；炊 （焼、煮）；借（貸）；賃 （租）などである。字

数から見れば、 400～500字前後となる。（個人の国語能力によっ

て変動する）。この種類の漢字については、一字語との意味関係を

明示する必要がある。「吃」を学習するとき、ついでに「餐、食J

を教え、「大」を学習するとき、同時に「臣、宏、侍」を提示す

る。このような方法により、複合語に対する理解が深められる。

当然のことながら、字義が同じであっても、字形、発音上に大き

な相違が存在するので、非漢字国の学習者にとって負担にはなる

が、少なくとも日本人学習者にとっては、近道となる。

(2) 一字語には必ずしも対応しないが、しかし同義、類義の拘束形態

素がある。例えば、「案一柏、畳一金、管一勝、部一分、材－料、合一
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庫、暢－快、嫉炉、陶－姿、卑昔日、随，場所、地、逗－t玄、耀J

などである。これらの同義、或いは類義の漢字は、よく並列f轟造

の複合語を形成するので、教える時も、漢字と複合語とを関連づ

けて教えるべきである。

(3) 意味的に対応する漢字がないものである。例えば「務、胞、鼎、

問、桂jなどである。これらの字は上述した第3類の漢字と同じ

く、必ず複合語の中において記憶しなければならない。幸いにし

てこのタイプの漢字は字数が多くない。

ここで特筆すべきは、 300字ほどの名詞性のものである。例えば「本、

棒、宝、豹、杯、鼻、麹」などである。これらの字は、口語では常に二字

形式に整えておく必要がある。つまり、二字形式にして始めて自由にイ吏え

る語となるのである。例えば「杯、宝、麹」に「子、貝、腸」を後接させ、

「杯子、宝貝、麹腸」にすることである。

要するに、第2類の漢字は、字義がはっきりしているものもあれば、あ

いまいとなったものもある。字義が複合語に反映されたものもあれば、投

射されていないものもある。

六、日本語の漢字とその字義について

中国語の他に、日本語は唯一継続して漢字を使用する言語である。戦後

(1945）、日本は漢字制限の国語政策を採る。 1948年に『当用漢字表』が制

定され、 1982年には『常用漢字表』が公表された。前者には、 1845字が収

録され、後者には、 1950字が納められた。2010年、日本は『常用漢字表』

を修正し、『新常用漢字表』を公表した。『新常用漢字表』では、 196字増

加し、 5字削除され、合計漢字が2136字収録されている。コンピュータの

普及と処理能力の向上により、実際の言語生活において漢字の使用量が増

加した 18）。義務教育を終えた日本人は、だいたい2000ほどの漢字を知っ
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ている。字音の他に字形、字義も中国語と日本語との聞に大きな相違が存

在してiることを忘れてはならないo i』

長い間の受け入れ、消化を経て、漢字はすでに日本語と切り離すことが

できない一部分となった 19）。 明治維新以降、漢字廃止運動、漢字の使用制

限、ローマ字運動など様々な動きがあったが、漢字を排除することができ

なかったどころか、かつてデジタル化の障害と目された漢字は、電子計算

機のハード、ソフトの発展により、昔の栄光を取り戻したかのようにも見

える。『新常用漢字表』では、 191字と増加に転じたのである。それでは、

漢字は、日本人にとってどのような心理的実在であろうか。日本語を学習

する際、漢字の問題をどのように解決すべきなのか。

漢字を受容する長い歴史の過程にいて、日本語の漢字には「字音」と「字

訓」が形成された。いずれも漢字に対する日本語話者の「聴覚映像」にな

るが、前者は弱い聴覚映像でしかないと言えよう。また、字音と字訓の分

布は均質なものではない。2136字の新常用漢字を例に取れば、

1. 「音」を持つ漢字、 2059字 ； 
2 「訓」を持つ漢字、 1317字 問

3. 「音」と「司｜｜」を両方持つ漢字、 1240字

4. 「音」があるが、「訓」のない漢字、 819字

5. 「訪｜｜」があるが、「音」のない漢字、 77字

いわしpる字訓は、固有の日本語で漢字の意味を解釈するものである。荻
生但僚は、訓は即ち翻訳であるとも指摘している 20）。 「訓jは、日本語の

意味体系と中国語の意味体系との聞に存在している緊張関係を表すもので、

漢字の受容史と日本の用字習慣を反映している。漢字と字訓の聞に「同訓

異字」と「同訓異義」の問題が存在しているが、紙幅の関係で、ここでは

深入りしない 21）。 日本語における「字」と「訓」の関係について、森岡健
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二は「文字形態素論」を提唱している 22）。森岡によれば、日本語話者は、

長きに渡る訓練を通じて、漢字を仲介に字音と字訓を結びつける（ーイ本化）

ことに成功した。同一の漢字は、文脈によって字音と字訓が選択さ札る。

このように字音と字訓はあたかも同一漢字の異形態のように振る舞う。一

種の形態素であり、文字形態素と呼ぶ所以である。音訓相通は、日本語話

者の漢字力を反映するものである。日本人にとって字義とは、常に字訓の

ことである。日本人にある漢字の意味を聞いただしたら、字訓が答えとし

て返ってくるのが常である。字訓がない場合、複合語による解釈が行われ

る。要するに、字訓は字義を固定化させ、心理的実在となったのである。

字訓がなければ漢字の地位も危うくなる。朝鮮語、ベトナム語がよい事例

である。ただし「同訓異字」は学習者の負担を増大させた。戦後の日本で

は一字多訓、一訓多字の現象に制限を加える国語政策が採られている。新

旧の『常用漢字表』は、この事実を反映している。字訓に対する制限は、

学習者の負担を軽減させることに成功したが、多くの漢字の字義を同時に

弱めた。日本語母語話者にとって、字音は、弱い聴覚映像であり、字訓は

強い聴覚映像である。前者は「所記」を呼び起こすには力不足で、後者こ

そ字義の支えである。

上述した通り、日本人は、下記のルートにより漢字の意味を獲得したと

思われる。

1、音訓相通、転換23)

2、逆推

3、人名用漢字

4、中国的成語、格言など

1、2に関しては、繰り返し述べないが、 3、4は、日本人の漢字知5載が

『常用漢字表』を超える主たる原因である。現在、日本で正式に定められた
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人名用字は861字あるが、人名用字の読みに関していかなる規定もされて

いないので、人名用字に同訓異字の現象は多く見られる。例えば、「佳子、

好子、淑子、良子、善子、美子、慶子、吉子Jなどではいずれも YOSHIKO

と読むことができる。これは無意識のうちに『常用漢字表』の制限を突破

した。中国の典籍から来る成語、格言などの中にも多くの『常用漢字表』

に規定されていない「訓」が用いられる。例えば、「勿リ頚の交わり」「馨を

椎曜の中に運らす」などである。いずれも漢字の字義に貢献している。

七、結 五
日
三
口

本稿では、日中両言語における漢字字義について考察した。漢字は、近

代以降「能記」という言語記号として、視覚から聴覚への変化を加速させ

ていると筆者は考えている。これはつまり「読む」から「聞く」への変化

である。意味の聞き取りに大きな困難を伴う聴覚映像としての単独の漢字、

つまり一字語が減少し、二字語が増加、定着したのは、その手段である。

この変化は、日本では明治時代から、中国では1919年の五四新文化運動か

ら始まったものである。その原因は、近現代社会におけるマスメディアの

発展により、音声言語がより重要性を増したためと考えられる。要するに

漢字の音形が短く、聴覚映像を呼び、起こすには刺激が弱すぎるからである。

現代中国語の二字語の増加は、聴覚映像の弱さを克服するために払われる

努力である。一方、 日本では「多訓現象」を制限するため、定割｜から外れ

た漢字の意味の摩滅が激しい。心理的実在としての字義を強化するには、

漢字の字義を明示するネットワークの構築が有効である。そのネットワー

クとは、「胎－顔一面；吃－食－餐；大一巨－侍」という形式の中国語教育用『語

素一語意味対応表』と「買購；売－販Jという形式の日本語学習用『音訓対

応漢字表』である。それらを編制するための調査と研究が求められる。
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